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※のらんには、記入しないこと 
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２   

〔問題１〕 

（１） 
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〔問題１〕 

（１） 

天然ガス 、 石油 、 石炭 

 

（２）〔向き〕  

        ア 

 

 

〔理由〕 

ｎ型半導体に蓄えられた電子が、

ｐ型半導体の正孔に向かって流

れる。電流は電子の流れとは逆向

きに流れるので、アとなる。 

 

 

〔問題２〕 

（１） 

太陽の出ていない夜や、悪天候の日に発電できない点である。 

 

 

（２） 

各国の人口密度は 1km2あたり、ドイツが 234 人、イギリスが 281 人、フ

ランスが 119 人、アメリカが 34 人、中国が 152 人の中、日本は 332 人で

あり、主要国の中で人口密度の高い国といえる。人口密度が高いというこ

とは、国民 1 人あたりが浴びる太陽光が少ないということであり、発電に

向いていないといえる。 

 

 

〔問題３〕 

（１） 

東日本大震災における福島原子力発電所の事故により、地震の多い日本に

おける原子力発電所の安全性が問題視された。原子力発電所の稼働が減っ

た影響により、相対的に火力発電の割合が増えた。 

 

 

（２） 

（例）原子力発電の危険性を許容し、火力発電の割合を減らしていくしか

ないと考える。まずは火力発電による化石燃料の消費、二酸化炭素排出量

の増加を止めることが先決である。 
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